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本床面は液架橋力を対象物の間に発生させることで対象物を床面に置く動作の困難を解決させ

ることができるものとなっており、流路と液溜めを有している。液体を流路へ供給する際には液溜め

部分へ力を加えることで液体を供給することができ、液体を除去する際にはその力を取り除けばよ

い。本床面の製作プロセスでは、まず機能床面の基礎となるプレートへレーザー加工を施し、後に

あらかじめ液溜めへ液体を供給し、最終的に薄膜シートを張り付けるといった非常に簡易的な工程

となっている。

微細操作の対象物を置く本技術の機能床面の製作においては、レーザーカッターを用いて微細

パターンを作成している為、クリーンルームや大がかりな装置が不要となっている点で優位性があ

る。マイクロ部品の組み立て、顕微授精作業など、微細な位置決めや組み立てを必要とするマイク

ロレベルの作業における、操作対象物の固定および姿勢変形が可能な床面、およびその製作など

で活用が期待できる。
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液架橋力をもちいたマイクロマニピュレーションシステム

液滴を吐出することで離す方法
(液滴吐出によるプレース )

床面に押し付けて離す方法(凝着力によるプレース )


